
                 

１０月２６日（水） 快晴 

 

★ 例会を予定していた２５日は、冷たい雨の降る寒い日で、関東各地の山々にも初雪が降った。

この日は打って変わって快晴で、朝のうちはやや肌寒かったが、日中は汗ばむほどで、上着

やセーターを脱いでシャツ１枚で歩くほどであった。 

 

★ 埼京線で事故があったため予定より 10 分ほど遅れて、10 時 20 分頃に鎌倉駅に降り立った。

平日なので駅前のロータリーも混雑していなかった。金沢八景行のバスに乗って 12分程、泉

水橋バス停で下車し、そこから 5 分程歩いて古都鎌倉・十三佛霊場巡拝の一番札所である明

王院に着いた。鎌倉幕府第 4 代将軍・藤原頼経の発願によって建立された寺で、不動明王を

はじめ五大明王が祀られている。初七日忌の追善供養を行う寺である。 

木製の質素な山門を入ると静かな山里の風情で、既に色づき始めた木々の中に茅葺屋根の本

堂と庫裏がひっそりと建っている。すぐ裏は鎌倉アルプス・天園コースで、崖になっている。 

 

            
            明王院の山門                    明王院の境内 

 

★ 明王院を後にして、泉水橋バス停からバス通りを鎌倉駅方面に２停留所戻ると浄明寺バス停

である。右手奥に二番札所の浄妙寺がある。臨済宗建長寺派の寺で、鎌倉五山第 5 位の寺格

をもつ古刹である。従って境内も広いし、本堂も大きくて立派である。本尊は釈迦如来で、

二・七日忌の追善供養を行う寺である。足利貞氏・直義父子の墓がある。 

本堂の左の坂を登って行くと石窯ガーデンテラスという洋館レストランがある。目の前に広

がる本格的な英国式庭園を眺めながら、鎌倉野菜をふんだんに使ったメニューや石窯で焼い

た自家製のパンが食べられるというので、人気のスポットである。我々が行ったのは丁度昼

時で混雑していて入れなかった。 

 

        
           浄妙寺の山門                    浄妙寺の本堂                    



★ 浄明寺バス停前の横断歩道を渡り、少し入った所に八番札所の報国寺がある。尊氏の祖父・

家時と上杉重兼により創設された臨済宗建長寺派の寺で、百か日忌の追善供養を行う観世音

菩薩が祀られている。「薬医門」と呼ばれる山門を抜け、緩やかな坂を登り、右手の階段を

登ると本堂がある。本堂裏の竹林が有名で、通称「竹寺」と言われている。竹林の奥には休

耕庵という茶席があり、ここでお茶を頂いた。 

 

         
             報国寺の竹林                      休耕庵にて 

 

★ 報国寺を出てバス通りを鎌倉駅方面へ戻り、杉本観音の先で右折して鎌倉第二小学校に沿っ

て進むとやがて天神前の交差点である。ここを右折すると正面に鎌倉宮の鳥居が見えている

が、1 時を大分過ぎていて空腹だったので「宮前」という蕎麦屋に入った。小さな店で先客も

いたので 11 人は入れないかと思ったら、好都合なことに 12 人用の個室があると言う。ビー

ルで喉を潤し、談笑しながら待つうちにそれぞれの注文品が出てきた。久しぶりに美味しい

そばを食べて英気を取り戻した。 

 

★ 鎌倉宮は護良親王を祀った神社である。護良親王は後醍醐天皇の皇子で、父とともに鎌倉幕

府を倒し建武の中興を実現したが、その後足利尊氏と対立して捕らえられ東光寺に幽閉され

た。中先代の乱の混乱の中で足利直義により殺害された。明治 2 年、明治天皇の勅旨により

護良親王を祀る神社が東光寺跡のこの地に造営された。本殿の裏に護良親王が幽閉されてい

た土牢がある。 

 

   
        鎌倉宮の鳥居             本殿           護良親王が幽閉されていた土牢 

 

 

★ 鎌倉宮から静かな住宅街の道を 10分ほど歩くと十一番

札所の覚園寺がある。真言宗泉涌寺派の寺で、七回忌

の追善供養を行う阿閦（あしゅく）如来が祀られてい

る。阿閦如来の他にも薬師三尊、十二神将、愛染明王

など多くの仏像を祀っている。北条義時が建立した大

蔵薬師堂をもとに北条貞時が創建した。すぐ裏に鎌倉

アルプスが迫っているので山寺のような静けさを持っ

た寺である。境内にはモミジの木が多い。葉はまだ青々

としているが、間もなく紅葉するとさぞ見事なことだ

ろうと思われる。 



★ 鎌倉宮へ戻り、荏柄天神社を過ぎると間もなく白旗神社である。この辺りは源頼朝の邸宅が

あった場所で、治承 4 年（1180）から約 45 年間、鎌倉幕府将軍（鎌倉殿）の御所のあった所

である。10 月 30 日放送の NHKの大河ドラマ「鎌倉殿の 13 人」は、和田義盛の反乱、いわゆ

る「和田合戦」の場面であったが、このとき将軍・実朝が避難した場所がここである。その

経緯を書いた石碑「法華堂跡」が神社の横に立っている。 

頼朝の墓もすぐ近くにある。石段を登るとちょっとした広場があって、そこにある高さ 186

㎝の五層の石塔が頼朝の墓である。これは江戸時代になって島津氏によって建てられたもの

で、歴史的な偉業を成し遂げた人物の墓とは思えない小さくて質素なものである。 

           
       

 

 

法華堂の碑             頼朝の墓          大江広元らの墓に向かう石段 

 

★ 頼朝の墓から 100ｍほど離れた所に北条義時の墓がある。16ｍ程の石段を上がった先に 770㎡

程度の平場があるが、2005年の発掘調査で、この平場の地下から墳墓堂の遺構が発見された。

文献などの記述から北条義時が祀られた法華堂の跡と推測されている。遺構は埋め戻されて、

草地として維持管理されている。法華堂跡の平場の北奥に石造りの鳥居と 2 列の石段が並ん

でいる。その石段の上には毛利季光、大江広元、島津忠久の墓がある。 

また平場の左手の崖には、宝治合戦で北条時頼に攻められて絶滅した三浦泰村一族を供養す

る「やぐら」（横穴式の墳墓）がある。 

 

   
                  三浦一族が供養されているやぐら 

 

★ 白旗神社と鶴ケ岡八幡宮は背中合わせである。横浜国立大学付属中学を過ぎると鶴ケ岡八幡

宮の境内になり、流鏑馬の馬場を歩いてゆくと手水舎があり、メインの参道である。平日に

も関わらず参詣する人が多い。特に七五三の季節なので、和服姿の女の子を連れた家族連れ

が目立つ。実朝暗殺のとき公暁が隠れていた大銀杏は 2010 年に倒れてしまったが、残った

根から若木が出てくるように処置され、根元から 4ｍの高さで切り離された幹がその横に移

植されている。 

一日歩いてきて、また頼朝の墓や義時・大江広元の墓への石段登りで相当疲れていたが、最

後の力を振り絞って石段を登り、本宮に参拝してきた。 

 

 



     
                          鶴ケ岡八幡宮        七五三詣りの家族 

 

★ 八幡宮を後に若宮大路の段葛の道を歩き、二の鳥居で左折して裏通りを行くと突き当りが三

番札所の本覚寺である。身延山から日蓮の遺骨を分骨したため「東身延」と称し、日蓮宗の

寺として格式の高さを誇る。三・七日忌の追善供養を行う文殊菩薩の寺である。立派な山門

と本堂である。 

  

     
      若宮大路・段葛の道           本覚寺の山門            本覚寺の本堂 

 

★ 本覚寺から鎌倉駅までは 5 分足らずである。時間は 4 時 10分、約 6 時間の散策であった。 

小町通り入口近くにある居酒屋でしばし休憩して家路についた。 

 

 

         
 
                 報国寺の本堂前で 

 



今回は３人の俳人から俳句を頂きました。 
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参加者 桑田制三、小島恕雄夫妻、中島克三夫妻、滑志田隆、原田一彦、 

牧野昭夫、水野 聰夫妻、水野博司   以上 11 名  

 

 
 

  


